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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

· 中村　茂様～本日デイケア見学。6/5（火）はデイナイトケア見学予定。6/6（水）10：00か
ら青陽館の正式利用に向けて、ＰＳＷ三浦と面談予定。
· 職員旅行にて記念写真の購入を希望する職員の方は6/17（日）までに入力して下さい。

· 6/7(木)午後からＯＴの学生が青陽館見学予定。

· 7/9～8/31ＯＴ学生1名が青陽館にて実習予定。

· 6月分の緊急連絡網は、各自で確認しておく事。

· 月報について各班共に、今月実施した事、来月実施しなければならない事を分けて入力する事。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

・赤石　陽介　様～受診前に来所。胆嚢摘出のための日赤病院入院日程が決まったとのこと。

6/3入院。４～５日検査、６日手術予定だが、緊急対応等あるため日程が伸びる可能性もあると説明を受けているとの事。

・松川　順子　様～尿検査の結果、異常はなかったとの事。朝、なかなか起きれず6時半に目覚ましをセットし、一度起きるが、再び寝てしまうとのこと。目覚ましをセットする時間を遅くしてはどうかとアドバイスしている。

・大久保　恒夫様～妻様と来所。市営住宅入居のために必要な手続きをしてきたとのこと。

居住サポートの申請の件で、6/5（火）10：00～市役所にて、大久保夫妻、母様、青明舎のスタッフ、市役所の職員で今後の方針についての面談を行う。今後、月2回の訪問をし生活状況の確認を青明舎にて行う。

・久保　清美　様～テーブルの上に市営住宅のパンフレットがあり、次回7/20に応募したいと話している。抽選から外れることも考えられるため、それとは別にアパート更新の手続きも行うよう伝えている。就労について現在は面接の結果待ちをしているとの事。本人は転職を繰り返していたことが「飽きやすい性格」と思われたと感じており、手応えはないと話している。室内が若干蒸しており確認すると、洗濯物を乾かすためにストーブを使用したという。早く乾燥させたいのであればストーブではなく、天気の良い日は窓を開けて空気を通したり、外に干すなどの工夫をするように助言している。

・中居　美津子様～最近の様子についてうみねこ幸房、ナイトケア、どちらも共通して利用している八木橋牧雄様を挙げ、「ストーカーされている」と話している。幸房の片付けの仕事が一緒になったり、食事の時にそばに寄ってきたりするという。相手には自分に対して好意があると感じているよりは「にらまれる」「からんで文句を言われる」と話しており、気が合わないと感じている様子。抱え込み、当人同士のトラブルにならないよう、スタッフにも状態を伝えるよう助言している。室内の様子は、ハンカチで包んだ状態の弁当箱が3つ程重なっている。1週間分位溜めていると話しており、弁当は当日中に洗うよう伝えている。また、古新聞、カタログが積み重なっており、処分するよう伝えている。

・宮　　陽子　様～本日15：30に訪問予定。先月は留守であった。

・中村　　茂　様～主治医：田名部Dr　次回は6/13（水）受診予定。

症状は軽い機械音のような幻聴がある。感情鈍磨、やる気が起きないである。

穏やかな性格で疲れは点滴を打つと良くなるとの事。根城内科までの道順を伝えている。趣味は油絵、クロスステッチ、写真、などであるが今は全くやる気が起きないとの事。明日6/5（火）デイナイトケアを見学予定である。夜食はその辺で買って食べるとの事。

＜デイケア事例検討＞

古舘　ヨリ様（57歳）Ｓ29・1・24生まれ　安ヶ平Dr　統合失調症　合併症　DM（20単位）、高血圧

【治療歴】

H2.4月～H3.1月　外来

H3.1月～H3.3月

H3.3月～H10.12月

H10.12月～H13.10月

H14.12.1月～　デイケア利用開始（月～金）

H13.11.1月～H16.12月　青山荘入所

H16.12月～　単身アパート

H24.5月～奥寺整形外科　薬が無くなったら通院し2週間分の薬を処方してもらっている。

【利用目的】

本人：病状を安定させて単身生活を継続したい。→出来るだけ毎日来所出来るようにする。

【目標・治療計画】

長期：病状悪化せず、安定した単身生活を継続する。

中期：①不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。

②体重増加しないよう偏りがないよう規則正しい食生活をする。

③確実に服薬を行う。

短期：①不安や困っていることに対しての対処法について一緒に検討する。

②体重管理に向けて運動時体を大きく動かし行えるよう声掛けしていく。

③服薬ボードを活用し忘薬をしない。

計画：①不安事の確認を行い、対処法について一緒に検討し必要に応じアドバイスする。

②糖尿病や体重管理に向け、食事内容の把握と適度な運動を促していく。

③服薬ボードを活用し確実な服薬が出来ているか来所時に確認する。飲み忘れがあった際は服薬状況の振り返りを行い服薬方法についてアドバイスをする。

【現在の状況】

· 足が痛くて運動できない。

· 奥寺整形外科にてリウマチの疑いと診断された様子だが、詳細は不明。

· 腹が出てきた。病気なのかな？と悩んでいる。体重68.4㎏

· デイケアに歩いて来るだけで運動したと思っている。

· 5/21空腹時の血糖が190台である。

· 6/30栄養指導開始予定。

· 幻聴（外で話声がする。）が週2～3回ある。現実との区別はついている。

· 本人が辛い時には相談をするように促している。

· 服用した後の薬包は捨てるようにしているとの事。

· 服薬ボードを1人で買いに行くのが不安な場合には、青明舎が付き添う事も可能だと伝えている。

· 火を使うのが怖いとの事で電子レンジを勧めているが、電子レンジから幻聴が聴こえると話す。

· 反射式のストーブで魚を焼いたり、布団を焦がしたことがある。

【検討結果】

治療計画、目標共に継続とする。

＜利用者様情報＞

· 赤石　陽介様～今後の日中活動場所について、本人・母様・うみねこ幸房・青陽館・PSW

とで面談を実施。現在、青陽館を週5回（月～金）で利用としているが、

実際の所は継続利用できずにいる。「人が多くて落ち着かない。」事を理

由に、週1回（月）のみの利用を希望している。無理にデイケアを利用

せず、青明舎活動室を利用するのも一手段である事を伝えている。今週

から胆嚢の手術にて八戸赤十字病院へ約1ヶ月入院予定であり（日付け

は未定）、退院後にデイケア利用について主治医へ相談するとの事。うみ

ねこ幸房については退所を希望し、5月いっぱいで退所となる。すでに

階上の作業所「あゆみの会」への利用契約を済ませてあり、退院後より

利用開始予定としている。

＜外来情報＞

· 田向　玲美様～「幻聴で先輩と言われた。彼氏と一緒に暮らしたい。デイケアを辞めて

働きたい。私、しゃべりすぎですか？」と担当医へ聞いている。

· 繁名　和恵様～「頭と目が交信している。ド―パミンずれた。」と話している。

· 藤村　翔　様～「デイケア利用を週2回（月、水）にしたい。青山荘も2回にしたい。」

と話している。担当医より許可をもらっている。

· 植村　廣隆様～デイケア利用を週1回から2回に増やしたいと話している。

担当医より許可をもらっている。階段で転び、尾骶骨をぶつけている。病院受診の許可を担当医よりもらっている。

